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今
回
は
、「
農
大
祭
特
別
号
」
で
す
。
農
大

生
が
準
備
か
ら
本
番
、
反
省
ま
で
一
生
懸
命

取
り
組
ん
だ
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

計
画
・
準
備
～P

l
a
n

～

月

日
（
水
）
、
農
大
祭
に
向
け
て
打
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12

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
ら
そ
う
じ
ゃ

各
部
署
ご
と
に
分
か
れ
て
会
場
の
設
営
図

の
作
成
、
機
材
確
認
、
農
場
管
理
、
当
日
の

シ
フ
ト
表
作
成
な
ど
の
作
業
を
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
～D

o

～

月

日
（
土
）
に
農
大
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12

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

に
続
き
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

飲
食
提
供
は
中
止
し
ま
し
た
が
、
農
大
産
の

青
果
物
や
加
工
品
の
販
売
、
野
菜
や
ミ
カ
ン

の
詰
め
放
題
、
ク
イ
ズ
大
会
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の
お
客
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

早
朝
か
ら
学
生
が
手
作
り
し
た
白
餅
と
赤

飯
は
、
即
時
完
売
す
る
ほ
ど
大
人
気
で
し
た
。

準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
学
生
主
体
で
や
り

遂
げ
ま
し
た
！

反
省
を
来
年
へ
～C

h
e
c
k

・A
c
t
i
o
n

～

月

日
（
木
）
自
主
研
究
の
時
間
を
活
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17

用
し
て
、
「
第
５
回
学
生
自
治
会
＆
そ
ら
そ

う
じ
ゃ
役
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
松
原
社
長
が
進
行
、
市
川
副
会
長
が
書

記
を
努
め
、
各
部
・
自
治
会
と
し
て
農
大
祭

運
営
・
組
織
運
営
等
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
農
大
祭
を
検
証
し
ま

し
た
。
同
役
員
会
を
視
察
し
た
勝
野
副
知
事

か
ら
は
、
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る

方
策
を
考
え
る
」
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
と
う
ま
く
回
る
し
く
み
が
で
き
る
」

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
（
月
）
に
は
「
そ
ら
そ

12

12

う
じ
ゃ
定
例
会
」（
学
生
全
員
参
加
）
を
開
催

し
、
各
学
生
は
自
分
が
所
属
す
る
部
署
（
企

画
開
発
部
、
品
質
・
農
場
管
理
部
、
営
業
部
、

総
務
・
経
理
部
）
に
分
か
れ
、
担
当
し
た
業

務
内
容
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

来
年
は
今
の
１
年
生
が
主
体
と
な
っ
て

新
し
い
農
大
祭
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

徳島県立農林水産

総合技術支援センター

農業大学校新聞

大盛況！！

先生も議論に参加

社長挨拶シフト表作り

農作物がずらーり

農場管理打ち合わせ

初の取組！詰め放題

反省会

早朝から準備開始

心を込めて袋詰め


